
『数値積分と数値微分（基礎）』

課題
課題1　モンテカルロ法で多次元の球の体積を求める方法について考えてみよう。
2次元の場合，半径 rが与えられると円の面積は πr2で与えられる。3次元の場合
には，半径 rが与えられると球の体積は (4/3)πr3で与えられる。この延長として，
4次元の球体の半径と体積の関係を求めてみよう。これは，1辺が１の 4次元立方
体の体積と半径１の 4次元球体の比をモンテカルロ法で求めればよい。さらに，こ
の考えを拡張し 5次元，6次元の場合はどうなるか求めてみよう。

課題 2　空気抵抗を考慮した放物運動を考えてみよう。
これは，速度に比例した逆向きの力を式に加えた計算式になる。式 (2)は，係数を
Kとして，
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で表されることになる。このときの軌跡を求め，可視化して示してみよう。

課題 3　風が吹く中での放物運動
x方向に沿って一定の風が吹いている場合について考えてみる。質点と風との相対
運動を考える。強い向かい風では質点は投げられたところより後ろに落ちるであ
ろう。風の速さを変えて，質点の軌跡を求め，可視化して示してみよう。

課題 4　ケプラー運動
ケプラー運動をEuler法で解いてみよう。Runge-Kutta法では，初期位置を (1.0,

0.0)，初期速度を (0，sqrt(GM)*M)としているが，これを別の値にしたらどうな
るか。質点の奇跡を求め，可視化してみよう。
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